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◆惑星のオーブ
惑星にはオーラのようなエネルギーの届く範囲があり、それをオーブとい

います。アスペクトはオーブの届く範囲内作られます。

太陽 15°

月 12°

水星 7°

金星 7°

火星 8°

木星 9°

土星 9°

◆惑星のオーブ
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◆レシーブ・リセプション

◆レシーブ
ホラリーを判断するときは、エッセンシャルディグニティ表（別紙）をもと

に、下表のような惑星のディグニティ表というのを作ります。その惑星の置

かれているサインの度数は、どの惑星がどのぐらいの強さ（点数）でレシー

ブ（作用）しているのかを調べます。それによって、惑星の本質や惑星同士

この関係性が明らかになってきます。とても重要な作業です。

◆事例

惑星 度数
domi

+5

exal

+4

tori

+3

term

+2

face

+1

detri

-5

fall

-4

21.48
＊ domi　ドミサイル　

＊ exal　 イグザルテーション

＊ tori　トリプリシティ

＊ term　ターム

＊ face　  フェイス

＊ detri　 デトリメント

＊ fall　    フォール

17.25 ー ー

6.31R

21.54

16.16R ー ー

28.41 ー ー

4.39

上の表で、太陽は、山羊の 21.48°にあります。この場所をレシーブしてい

る星を書きだすと以下のようになります。（太陽の行を横に見ていく）

・domi ドミサイル（5 点）：土星

・exal イグザルテーション（4 点）：火星

・tori トリプリシティ（3 点）：金星

・term ターム（2 点）：火星
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・face フェイス（1 点）：太陽

・detri デトリメント（－５点）：月

・fall フォール（－４点）：木星

この場所をレシーブしている惑星は、火星や土星が強く、水星がまったく関

与していないことがわかります。太陽と水星はとても縁の薄い関係だという

ことがわかります。

また、マイナス点になっているドミサイルとフォールは、太陽に対して、ネ

ガティブな関係をもつと判断することがあります。

※リセプションとは『レシーブ＋アスペクト』のことです。

◆レシーブ・リセプション
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◆ミューチュアルリセプション

◆ミューチュアルリセプション
リセプションの中でも、惑星同士がお互いに、リセプションの交換をしてい

るのを、ミューチュアルリセプションと言います。これは惑星同士が特別に

強い結びつきしている組み合わとなります。交換は、ドミサイル、イグザル

テーションの惑星同士で、お互いレシーブし合っているのを探します。

例えば、牡羊のサインに水星があり、双子のサインに火星があるとき、水星

と火星はミューチュアルリセプションをしていることになります。

牡羊のサインのドミサイルは火星です。

その火星が双子のサインにあります。

双子のサインのドミサイルは水星です。

その水星が牡羊のサインにあります。

このように、お互いが相手のサインに入ってドミサイルの惑星を交換し合っ

ていることがわかります。

そして、60 度のアスペクトを作っていたら、この火星と水星は相当強い結

びつきがあると判断します。
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また、図の木星と土星は、アスペクトがなくても、ミューチュアルリセプショ

ンをしています。

土星が射手のサイン、

木星が山羊座のサイン。

隣同士のサインはアスペクトしませんが、ミューチュアルリセプションと

なっているので、この二つの惑星の結びつきは強いと判断します。

ルーラー（ドミサイル）同士ではなく、イグザルテーションでも同じように

考えます。イグザルテーションとドミサイルの関係でもミューチュアルリセ

プションと判断します。

恋愛の質問の場合は、レッサーディグニティ（トリプリシティ、ターム、フェ

イス）に同じ惑星が入り、合計点数がプラス 5 点以上になっていたら、ド

ミサイルやイグザルテーションと同じような解釈をすることがあります。

マイナスの、デトリメントやフォールでの交換は、ネガティブなミューチュ

アルリセプションといい、ネガティブな作用を強くもたらす関係とみること

があります。また、病気の原因を探るときなどにも注目することがあります。

◆ミューチュアルリセプション
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◆デソシエートアプリケーション

■デソシエート・アプリケーション　　Dissociate（分離） Application
惑星同士の度数ではアスペクトをしていても、サインがアスペクトをしてい

ない状態のものは、アスペクトとして認めない、というルールがありました。

しかし、やがて惑星が進行して正確なアスペクトを形成するとき、サインを

移動して完成されるものがあり、これを、『デソシーエト・アプリケーション』

と呼んでいます。

この方法は、17 世紀に一般的に使われた方法で、ウイリアム・リリーも鑑

定に取り入れていました。

この図では、月と木星は、角度的には約 8°差なので、60 度のアスペクトを

作っているように見えますが、実際はサインが違うのでアスペクトには数え

ません。

しかし、動きの速い月はこの時点で 25°、サインを越える直前にあります。

木星は天秤のサインの 3°40′のところにあり、月と木星が 60°の角度を形

成するまで、あと約 8°となります。

月のオーブは 12°、木星のオーブは 9°、角度だけ見れば、60°のアスペク
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トを作ろうとしています。

『デソシエートアプリケーション』とは、このようなサイン移動が伴うアス

ペクトの組み合わせのことですが、オーブはサインを越えてまで作用しない

と解釈することがあります。しかし、質問の内容によっては、サインを越え

てオーブを考慮することもあります。

例えば、不動産関係の質問で、これから借りようとしている物件の状態を判

断するには、今現在の４ハウスのロードの状況を読み取ることになりますの

で、4 ハウスのロードが動いて次のサインに入るのを観察する必要性はあり

ません。なぜならば家は動かないものだからです。

しかし、仕事を示す 10 ハウスのロードが、あるサインの端にあり、移動し

て次のサインに入ろうとしている場合、それは仕事に変化のある印と読みま

す。

この様に質問によって、判断がその都度変わってくるのが、ホラリー占星術

の難しいところですが、よく現実の状況を考慮すれば、お分かりになると思

います。

伝統的な教科書には、サインは天の家を表すと書かれていて、そこには壁が

あると見なしています。つまり、サインとサインの境目には、目に見えない

絶縁体のような境界があるとイメージすることができます。

その境目を跨ぐことによって、アスペクトの影響力が弱まったり、何らかの

障害を乗り越えて目的を達成させる結果になることがあります。実際の鑑定

◆デソシエートアプリケーション
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では、こういった星の動きを注意深く観察していく必要があります。

例外として、コンバストはサインを越えて作用しませんが、アンダー・ザ・

サンビームスはサインを越えて作用してきます。なぜならば、それらは光で

はなく熱の作用だと捉えると理解できます。

とにかく、惑星がサインを越える場合は、隣の家のドアを開けて、その家に

入っていくようなものなのです。隣の家に入ってどのように惑星が変化して

いくかは、リセプションやアスペクトなどを合わせて読んでいくことになり

ます。

◆デソシエートアプリケーション
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◆トランスファー・オブ・ライト

惑星は、他の惑星の光を運ぶ『トランスファーオブライト』という動きをす

る時があります。これは、本来ならアスペクトは作られない場所にある惑星

に対して、光を運んでいる惑星がアスペクトをすることによって、その光を

とどけ、アスペクトが作られないはずの惑星同士の間に介入して、アスペク

トを完成させる動きのことですが、この惑星の動きを見つけるのには、少し

練習が必要です。

アスペクトが作られないとは、惑星同士の角度が 30 度や 150 度の場所に

ある場合は、アスペクトしていたが惑星がセパレートしているような場合で

す。

◆トランスファー・オブ・ライトには、

『Ⅰ型』

『Ⅱ型』

という二つのスタイルがあります。

◆惑星が光を運ぶにはリセプションがあることが条件です。

　（※月だけは無条件に光を運ぶ）

※ホラリー占星術は、この技術を身に着けていなければ、チャート図の見落

としにつながり判断を誤ります。

次にやる『コレクションオブライト』と同様、非常に重要な技術です。
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【Ⅰ型】

太陽：蟹のサイン 14 度

月　：牡牛のサイン 18 度

火星：獅子のサイン 23 度

太陽と火星は 30 度のところに位置しているので本来はアスペクトはない。

しかし月が太陽の光を運び火星に届ける。

太陽と火星のアスペクトが完成される。

●トランスファーオブライトの順序

①月は太陽と 60 度のアスペクトからセパレートしている。

②月はこの時太陽の光を持っている。

③太陽の光を持った月はやがて火星と 90 度のアスペクトをする。

④この時、火星と月と太陽のアスペクトが完成する。

⑤火星と太陽は 30 度の位置にいるのでアスペクトがないように見えるが、

月のトランスファーオブライトによって、アスペクトが完成される。

◆トランスファー・オブ・ライト
Ⅰ型
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【Ⅱ型】

太陽：蟹のサインで 18 度

月：牡羊のサインで 14 度

火星：乙女のサインで 21 度

月と木星は 150 度に位置しているので本来はアスペクトしない。

しかし月が太陽とアスペクトしたときに自分の光を預ける。

月の光を預かった太陽は、やがて木星と 60 度のアスペクトを作る。

この時月と木星はアスペクトが完成される。

●トランスファーオブライトの順序

①月が太陽に 90 度でやがてアスペクトする。

②太陽と木星も 60 度でアスペクトをやがて作る。

③月と太陽のアスペクトの方が先に作られる。

④月はこの時、太陽に自分の光を渡す。

⑤月はこのとき抜け殻になる。

⑥月の光を持った太陽はそのまま木星とアスペクトを作る。

⑦月と木星は 150 度の角度で本来はアスペクトしないが、太陽によって月

と月と木星のアスペクトが完成する。

⑧太陽がトランスファーオブライトの仲介役になっている。

◆トランスファー・オブ・ライト
Ⅱ型
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◆Ⅰ型とⅡ型の矛盾

非常に混乱するのは、惑星が光を運ぶのか預けるのか？の違いです。

Ⅰ型は、チャート図を立てた時、すでに月が太陽とのアスペクトを終えてお

り、この時点で太陽の光を持っていると判断すること。

Ⅱ型は、これから月が太陽にアプローチしアスペクトをするが、その時、太

陽に自分の光を預けると判断すること。

惑星の流れからすると、Ⅰ型は、動きの速い惑星が他の惑星とアスペクトし

た時に光を預かるイメージが作られるので、Ⅱ型の時も、月が太陽の光を持っ

て行くのではないか？と考えてしまうことです。

Ⅱ型に合わせると、Ⅰ型は月が太陽とアスペクトしたときに太陽に光を預け

ているのではないか？と考えてしまうことです。

これは、かなり混乱します。

●Ⅰ型のように、月と太陽のアスペクトがすでに作られている状態でチャー

ト図が出た場合、月が太陽の光を持っていると判断します。

●Ⅱ型のように、これから月が太陽にアスペクトをする状態でチャートが出

た場合は、月が太陽に光を預けると判断します。

今の時点では、このように惑星の動きと光を預けるルールが矛盾した状態で

覚えるしかありませんが、今後古典占星術の解明が進んでいくことで、正し

い判断が発見されることを待ちたいと思います。

◆トランスファー・オブ・ライト
Ⅰ型・Ⅱ型の矛盾
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◆トランスファー・オブ・ライト
条件

◆光を運ぶ条件

惑星が別な惑星の光をあずかる場合、惑星同士の間にリセプションがあるこ

とが条件です。ここでのリセプションとは、レシーブのことです。

しかし、月だけは無条件で光を運びます。

リセプションあり① この図の場合、Ⅰ型のものですが、

太陽が蟹のサインにあり

月が太陽をレシーブしています。

リセプションがあるので、光を運びます。

※月は無条件で光を運びますが、

さらにリセプションがあるので大

喜びで太陽の光を運ぶようなイメージです。

リセプションあり② それでは、牡牛のサイン 18 度に、

月ではなく水星がある場合、

水星は太陽の光を運ぶでしょうか？

水星は太陽からレシーブされていませんが、

太陽のある蟹のサイン 14 度は、水星がター

ムとフェイスでレシーブしています。

リセプションがあるので、

水星は太陽の光を持っています。
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リセプションなし① しかし、もし太陽が魚のサイン 14 度にあっ

た場合、水星は太陽の光を持つことができる

でしょうか？

水星は牡牛のサイン 18 度なので、

太陽のレシーブはありません。

太陽は魚のサイン 14 度です。

水星のレシーブはありません。

太陽も水星もリセプションがないので、トラ

ンスファーは成立しません。

リセプションなし②
水星は牡牛のサイン 22 度にあり、太陽のレ

シーブはありません。

太陽は蟹のサイン 20 度にあり、水星のレシー

ブはありません。

水星と太陽の間にリセプションがないので、

光の受け渡しは行われません。

トランスファーオブライトはなされません。

光の受け渡しは、このようにリセプションがあるかないかがとても重要と

なってきます。その際、ドロセウスのトリプリシティ―の表も必ず確認する

必要があります。わずかでもリセプションがあれば光は受け渡しができます。

◆トランスファー・オブ・ライト
条件
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また、リセプションの確認は、アスペクトが作られた時の度数をみます。

Ⅰ型の場合は、アスペクトが作られたところまでさかのぼります。

Ⅱ型の場合は、これからアスペクトが作られる度数まで調べます。

トランスファーオブライトには、まだまだたくさんのルールがありますが、

チャート図全体から判断することが大前提のため、光を運ぶ場合と、運ばな

い場合の判断が微妙に違ってくることがホラリーの場合は多々あります。

ここにいくつかのルールの追加を書きますが、あくまでも参考程度に頭に入

れて、あとはどれだけ経験を積んでいくかになってくると思われます。

●フォールだと光を運べない。

●コンバストだと光を運べない。

●アスペクトより 12 度以内のコンジャンクションが優先。

●テールとコンジャンクションしても光は失わないが、ちょっとしたトラブ

ルがある可能性あり。

●サインを越えても、オーブの範囲内ならひかりをはこべる。

●光を運んでいる途中に月とアスペクトしても、月は妨害しない。

（月は無条件にトランスファーを行う代わりに無条件に妨害しない）

●惑星の動きが重なるような場合角度差の小さい方を優先。

◆トランスファー・オブ・ライト
条件
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◆コレクション・オブ・ライト

コレクション・オブ・ライトとは、光を集めることでアスペクトの仲介を行

う動きのことです。

金星はあと 2°で木星と 90°の

アスペクトを完成させる

この図のように、金星と火星は 30 度のところに位置しているので、アスペ

クトは作られませんが、金星はあと 2 度で木星にアスペクトをし、火星は

逆行して木星にアスペクトをする動きをします。

このような時、木星が金星と火星の光を集めてアスペクトを完成させます。

この光を集める動きのことを、コレクション・オブ・ライトといいます。

トランスファー・オブ・ライトは、動きの速い惑星が光を運ぶ動きをしまし

たが、コレクション・オブ・ライトの場合は、動きの遅い惑星が光を集める

ことが多くあります。

（※時には動きの速い惑星が集めることもあります）
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コレクションの場合も、光を集めるにあたっては、惑星同士のリセプション

が必要です。

金星が先に土星とアスペクトをします。

金星と土星には強いリセプションがある

ので、金星は土星に光をあずけます。

次に火星が土星にアスペクトをします。

このとき、土星の持つ金星の光のおかげ

で、火星と金星のアスペクトも作られま

す。

上図のように、火星と金星は 30 度の場所に位置しているので本来はアスペ

クトしませんが、土星のコレクションによって、金星と火星と土星のアスペ

クトが完成します。

コレクションの場合、惑星の動きは、これからアスペクトをし、光をあずけ

る形のトランスファーⅡ型と同じです。

トランスファーの場合は、光をあずかった惑星が動いてほかの惑星とアスペ

クトをし、あずかった惑星の光を結びつけますが、

コレクションの場合は、光をあずかった惑星がそこにとどまって、ほかの惑

星がアスペクトしてきたときに、惑星同士を結び付ける形となります。

◆コレクション・オブ・ライト
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◆ 12 度以内のコンジャンクション優先

アスペクトとコンジャンクションは、正確には別ものです。

アスペクトは見るとか眺めるという意味で、コンジャンクションは結合です。

もしチャート図で、12 度以内にコンジャンクションしている惑星がある場

合、コンジャンクションの方が結びつきが強いため、そこにアスペクトが介

入できないという法則があります。

例えばこのようなチャート図が出た場合、乙女のサインにある火星（11 度）、

太陽（12 度）、水星（13 度）は、射手のサインにある木星（14 度）や、山

羊のサインにある土星（15 度）と、角度的には順にアスペクトを作ってい

きます。しかし、この場合はコンジャンクションを優先するので、木星や

土星は、乙女のサインで起きているコンジャンクションの惑星たちの間に

割って入ることができません。このコンジャンクションしている惑星たちが、

12 度以上離れれば、アスペクトも可能となります。
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◆惑星の妨害

アスペクトを作ろうとしている惑星同士の間に割って入って、邪魔をする形

になる動きをする惑星があります。これを、『妨害』といいます。

トランスファーやコレクション時なども、リセプションがない場合、『妨害』

となることが多くあります。

『妨害』の呼び方は、プロヒビジョン（禁止）、ブロッキング（通行止め）、バー

ニング（通行阻止）といった言い方があるようです。

上の図は、火星と金星の間にアスペクトがあると、物事が動くとした場合の

図です。しかし、金星は、火星とアスペクトする前に土星とアスペクトし、

土星は、金星と火星のアスペクトの間に割って入ってきています。

金星と火星のアスペクトは土星によって妨害されているパターンです。
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◆コレクションと妨害の見分け

妨害にならず、コレクションしてくれる場合。

まずはじめに、金星が土星とアスペクトし、

その後、逆行している火星が土星とアスペクトする。

土星は山羊のサインにあるので、金星とリセプションがある。

土星は金星の光をコレクションしているので、

火星が土星とアスペクトしたときに、

火星と金星のアスペクトも成立する。

コレクションと妨害は、間違いやすい。
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◆妨害にならないコンジャンクション

アスペクトより、コンジャンクション（12 度以内）が優先されるというルー

ルがあります。

19°Ｒ

火星が逆行し金星と０°になろうとしているが、

土星が間に入って妨害しているように見える。

しかしこの場合は、コンジャンクションが優先。

土星は妨害にはならない。

上図は、アスペクトの順番から言えば、金星が土星と先にアスペクトをす

るが、アスペクトよりコンジャンクションが優先されるというルールに則

ると、金星と火星の間に土星は割って入ることができない。

なので、この場合の土星は、プロヒビジョンにならない。
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◆妨害の事例

◆妨害の事例①

例えばこの図は、恋愛の質問で、カレントの火星と、相手の金星がアスペク

トをすれば、お付き合いが始まるといった場合とします。

①火星は天秤のサイン 23 度 21 分で逆行しています。

②金星は水瓶のサイン 20 度 16 分にいます。

4 前方 22 度 34 分のところに月があり、金星からセパレートしています。

④月が金星の光を運んでいる状態です。（トランスファーⅠ型）

⑤月は、火星とアスペクトする前に、蠍のサイン 22 度 48 分にある土星に

行きます。

⑥土星は、月と金星をコレクションできますが、火星と土星のアスペクトは

ありません。

※土星が妨害している状態になります。
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◆フラストレーション

アスペクト直前の逆行や、サインが変わることで意味が生まれるはずだった

のに、サイン移動直前で逆行するなど、逆行によって意味や縁が損なわれて

しまうことをいいます。

上の図は、水星と金星があと１度でアスペクトをするのですが、直前で水星

が逆行しアスペクトが完成されない図です。

エフェメリスで確認すると 2 日後に水星は逆行します。

もしこの図の質問が、私は妊娠してますか？といった場合、アセンダントの

ロード（水星）と 5 ハウスのロード（金星）にアスペクトがあれば、妊娠

している可能性を示しますが、水星が向きを変えてしまうので妊娠の可能性

が低くなります。
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◆昼のチャート・夜のチャート

◆昼のチャート・夜のチャート

太陽が水平線の上にあるチャートを

昼のチャートと呼びます。

太陽が水平線の下にあるチャートを

夜のチャートと呼びます。

昼のチャートは

水平線上が昼の場所、

水平線の下が夜の場所、

となります。

夜のチャートは

水平線下が昼の場所、

水平線の上が夜の場所、

となります。
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◆昼の惑星（ダイアーナル）・夜の惑星（ノクターナル）

惑星にとっては、

太陽のある側が昼、

太陽のない方が夜

の場所と判断します。

（太陽が水平線の下にある場合でも、

太陽のある方が昼となります。）

月・金星・火星は、夜の惑星なので、

太陽のない方を喜び、

太陽、木星、土星は、昼の惑星なので、

太陽のある方を喜びます。

水星だけは特別で、

太陽より後ろにる場合は夜。

太陽より前にある場合は昼

の場所を喜びます。

◆昼の惑星・夜の惑星
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オリエンタル（東）は、太陽より後の場所を意味し、

オキシデンタル（西）は、太陽より前の場所を意味します。

太陽が離れてくれると惑星は輝けるということを基本とした考えなので、

太陽より動きの遅い惑星は、オリエンタルが良いとされ、、

太陽より動きの速い惑星は、オキシデンタルが良いとなります。

惑星が逆行している場合は、判断が逆になることがあるので、必ずエフェメ

リスの確認が必要です。

アクシデンタルディグニティでは、プラスマイナス２点の評価がされます。

◆オリエンタル・オキシデンタル
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◆アバーションと反射

◆アセンダントからアスペクトしないハウス
アバーションとは、嫌悪という意味があります。30 度と 150 度はアスペク

トが作れないことから認識不足といった解釈をします。
アセンダントから、30 度に位置する、

2 ハウスと 12 ハウス、

アセンダントから 150 度に位置する

6 ハウスと 8 ハウスは、

アセンダントからアスペクトが作れないので

見えないハウスとなります。

アセンダントのロードがアバーションのハウ

スに入っていると、共同表示星の月をアセン

ダントのロードとして優先的に見る場合もあ

ります。

◆反射

アセンダントのロードや共同表示星としての

月が、アバーションのハウスに入っていても、

アセンダントから見えるハウスにある惑星と

オーブ内でアスペクトを作っていれば、その

惑星によって反射されアセンダントのロード

の役割を果たせます。

時には、アセンダントのロードも共同表示星の月もアバーションのハウスに

入っていることがあります。そして、どちらの惑星も反射を行っていない場

合は、チャートの判断を慎重に行う必要があります。
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この実践マニュアルテキストは、ホラリー鑑定をする際、私自身が判断の誤りや

見落としがないかを確認するためのアンチョコ用に作り始めたものです。ですの

で、初心者の方には、専門用語などがわかりにくい点が多々あるかと思います。

じっくり勉強をしたい方は、クニ河内先生のコースを受講するか、書籍を購入さ

れることをおすすめします。書籍はアマゾンで購入できます。

「愛のホラリー占星術」

「星の階梯Ⅰ」

「星の階梯Ⅱ」

（星の階梯Ⅲも出る予定だそうです。）

この中で、なかなか理解しにくいのが、「トランスファー・オブ・ライト」や、「コ

レクション・オブ・ライト」や、それらのアスペクトを妨害するものがあるなど

かと思いますが、これは経験を積んでいくしかありません。

ホラリー鑑定は、アスペクトのあるなしがとても重要です。惑星の動きをしっか

りと把握できないと、判断に誤りが生じます。その練習を独学でやりたい方向け

にこのテキストは作りましたので、そんな方たちのお役に立てば幸いです。

※私は 2015 年から 2018 年の約三年間、クニ河内先生の講座をすべて受け、実

践で分からない部分などの相談もしていました。その内容を基にこのテキストは

作成していますが、その後の鑑定技法の変化については学んでおりません。この

ホラリー占星術は古典占星術に基づいていますが、古典占星術の研究は、日進月

歩すすめられています。それに従い、鑑定方法も進化している可能性があります

こと、ご理解の上ご利用ください。

                                               　　　　　　　　　　　　　2021 年 2 月 19 日

                                                                        　　　   ありがとうございました。

                                                            　　　関川眞瑰（せきかわしんかい）
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